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<コメント>

以前のものと比べるとロガー上で速度が上回っていることを確認できたので新仕様を採用。

さて、事前テストの走り始めは茂木と同じ姿勢でスタート。

畑中　健太郎
レーシングサプライ

応援よろしくお願いします。

一時予選2位まで上がりましたが、他車もタイムを上げてきたため、12番手で予選終了。

まだまだ問題点は多いのですが車体バランスは今のところに落ち着きました。

翌日土曜日の新設された20分のフリー走行で確認することに。しかし予選時間と近いこともあってビックチェンジはしないことに・・・。
予選開始前から小雨が降りだしてきて、WET宣言の中予選開始。微妙なコンディションでは間違いの無い手島選手。

レースウィーク初日が霧のためST600クラスは走行が中止になったので、予定していたテスト内容が確認できませんでした。

今年もSUGOの季節がやってきました。
皆様お待たせいたしました。

バネレートは狙いがあって柔らかめで。結果リヤのバネを少し硬くしました。
車体は少し振りましたが元の姿勢に。

またしても課題の多く残るレースになりました。
次回はオートポリスですが、ST600はお休みです。しかし、手島選手はアジア選手権でフィリピンスズキからのエントリーです。

今回はマフラーの仕様を変更してきました。ST600クラスはエンジンを改造することができないので、エンジンの出力特性を変化させるにはここが
効きます。

決勝レース。スタートは良かったほうですが1コーナーで行き場が無く順位を落として16番手で一周目を終えました。
ストレートでつらい展開が多くなかなか順位を上げられずに18位でゴール。
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